
　海と山の美しい風景に包まれた田辺市
沿岸部は、天然の良港を擁し、牟婁の津
として知られ、熊野詣が盛んになった平
安時代中期から、熊野古道中辺路と大辺
路の分岐点にあったことから口熊野と呼
ばれ、熊野三山への宿場町、水陸交通の
要衝として栄えてきました。江戸時代に
は、紀州藩主徳川頼

より

宣
のぶ

公の執政家老安
あん

藤
どう

直
なお

次
つぐ

のもと、三万八千八百石の城下町と
して栄え、紀南の政治・経済・文化の中心
地として発展してきました。さまざまな時
代の歴史を刻む街に史跡と景勝を訪ねる
旅をしてみましょう。

田辺扇ヶ浜海水浴場

ＪＲ紀伊田辺駅前の弁慶像

扇ヶ浜潮垢離場
D-2D-3

田辺城水門跡
C-1C-3

田辺市街なかポケットパーク
C-2C-3

田辺市文化交流センター たなべる
（歴史民俗資料館併設） D-2D-3

大潟神社の鳥居のすぐ側を熊野古道大辺路が通る

道分け石

田辺観光ボランティアガイドの会
田辺市の自然風土や歴史、文化について、ガイド
ブックには載っていないような楽しい話題をちりば
めて案内してくれます。コースは城下町田辺の散
策や田辺を起点とした熊野古道紀伊路・中辺路・
大辺路などがあります。地元ならではの素朴で温
かいおもてなしトークを聞きながら、楽しく散策でき
ます。田辺市観光センターで、一人から団体まで
の申し込みを受け付けています。

磨
ま

崖
がい

三
さん

尊
ぞん

大
だい

石
せき

仏
ぶつ

（奇絶峡）
D-2

不動（赤城）の滝（奇絶峡）
D-2

紀州石神田辺梅林 D-2

奇
き　ぜつ　きょう

絶峡 D-2

田辺祭（鬪雞神社例大祭）
C-3C-3

世
界
遺
産
と

文
化
の
香
る
城
下
町

湛増・弁慶の像

電動アシスト自転車
田辺のまちなか散策は自転車利用もおすすめ。少
し遠いと感じる場所でも電動アシスト自転車なら気
軽に移動できるので体力に自信がなくても
大丈夫。田辺の街を風と一緒に楽しめ
ます。田辺市観光センター、田辺市街
なかポケットパークにて貸し出して
います。
500円/日（※保証金500円）
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田辺市街地

田
辺

世界遺産 鬪
とう

雞
けい

神社 C-3C-3

南方熊楠顕彰館
C-2C-3

高山寺　 A-2B-3

ＪＲ紀伊田辺駅と田辺市観光センター
C-3C-3D-2

植芝盛平記念館 D-2C-3

E-5

D-1/D-2D-3

ひき岩群 D-2 A-3

蟻
あり

通
とおし

神社 B-2C-3潮垢離場跡 C-2

道の駅紀州備長炭記念公園
D-2

勇
ま
し
い
弁
慶
像
が
迎
え
る
J
R
紀
伊
田
辺
駅
前
か
ら
ま
ち

な
か
散
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
歩
い
て
5
分
ほ
ど
で
、
平
成

28
（
2
0
1
6
）
年
10
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
追
加
登
録
さ
れ
た

「
鬪と

う

雞け
い

神
社
」
に
着
き
ま
す
。
神
社
の
名
は
平
安
時
代
に
弁
慶
の
父

と
さ
れ
る
熊く

ま

野の

別べ
っ

当と
う

湛た
ん

増ぞ
う
が
、
源
平
い
ず
れ
に
味
方
す
る
か
を
決

め
る
た
め
紅
白
の
鶏
を
社
前
で
戦
わ
せ
た
こ
と
に
由
来
し
、
勝
運
の

導
き
の
神
様
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
道
に
は
２
０
１
８

年
４
月
に
で
き
た
「
田
辺
市
街
な
か
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
が
あ
り
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
街
中
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
鬪
雞
神
社
か
ら

徒
歩
5
分
、

 

湊
本
通
り
商
店
街
に
あ
る「
蟻あ

り

通と
お
し
神
社
」は
地
元
の
人

か
ら「
御
霊
さ
ん
」と
呼
ば
れ
る
知
恵
の
神
様
で
す
。「
八や

坂さ
か

神
社
」

に
は
「
弁
慶
の
腰
掛
石
」
が
あ
る
の
で
立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

八
坂
神
社
か
ら
徒
歩
3
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
は
、
世
界
的
博
物
学

者
で
あ
る
南
方
熊
楠
の
旧
居
と
顕
彰
館
も
あ
り
ま
す
。
是
非
お
立

ち
寄
り
下
さ
い
。

南
方
熊
楠
旧
居
か
ら
海
に
向
か
っ
て
歩
き
ま
す
。
夏
に
は
格
好

の
海
水
浴
場
に
な
る
扇
ヶ
浜
は
、
白
砂
・
青
松
の
海
岸
線
が

扇
型
の
弧
を
描
く
美
し
い
浜
で
す
。
浜
を
西
に
た
ど
っ
た
会
津
川

河
口
近
く
、
錦き

ん

水す
い
公
園
の
一
角
に
あ
る
「
田
辺
城
水
門
跡
」
は
、
田

辺
城
の
面
影
を
残
す
貴
重
な
場
所
で
す
。
会
津
川
を
遡
っ
た
高
台

に
は
、
美
し
い
多
宝
塔
が
立
つ
真
言
宗
の
古
刹
「
高
山
寺
」
が
あ

り
ま
す
。こ
の
寺
の
立
つ
台
地
に
は
縄
文
時
代
早
期
の
貝
塚
が
あ
り
、

高
山
寺
貝
塚
と
し
て
国
の
史
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
田
辺
や
紀
南
の

文
化
・
伝
統
を
よ
り
深
く
知
る
に
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
併
設

し
た
「
田
辺
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
た
な
べ
る
」
に
立
ち
寄
っ
て
み

る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

熊
野
古
道
中
辺
路
と
大
辺
路
の
分
岐
点
に
あ
た
る
田
辺
で
は
、

市
街
地
や
郊
外
に
も
そ
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
北
新
町

商
店
街
に
は
、熊
野
古
道
中
辺
路
と
大
辺
路
を
分
け
る「
道
分
け
石
」

が
立
ち
昔
を
偲
ば
せ
ま
す
。
ま
た
、
会
津
川
を
西
に
越
え
た
江
川

地
区
に
は
、「
潮し

お

垢ご

離り

場ば

跡あ
と
」
が
あ
り
ま
す
。
田
辺
で
海
岸
線
に
別

れ
を
告
げ
て
中
辺
路
に
向
か
う
熊
野
詣
の
人
々
は
、
こ
こ
で
最
後
の

潮
垢
離
を
と
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
扇
ヶ
浜
に
て
潮
垢
離
を

体
験
で
き
る
「
扇
ヶ
浜
潮
垢
離
場
」
が
あ
り
ま
す
。

景
勝
地
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
田
辺
湾
に
は
日
本
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
先
駆
け
の
地
と
し
て
有
名
な
「
天て

ん

神じ
ん

崎ざ
き
」
が
あ
り
、
田
辺
の
豊
か
な
自
然
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
会
津

川
の
上
流
の
「
奇
絶
峡
」
は
紅
葉
と
桜
の
名
所
で
、
堂
本
印
象
画

伯
の
原
画
に
よ
る
「
磨
崖
仏
」
や
「
不
動
（
赤
城
）
の
滝
」
で
も
有

名
で
す
。
ま
た
、
奇
岩
が
林
立
す
る
「
ひ
き
岩
群
」
も
田
辺
を
代

表
す
る
奇
勝
で
す
。
早
春
に
は
梅
の
香
り
に
包
ま
れ
、
一
目
三
十
万

本
と
い
わ
れ
る
「
紀
州
石
神
田
辺
梅
林
」
も
お
す
す
め
で
す
。
田

辺
の
梅
は
、
平
成
27
（
2
0
1
5
）
年
に
「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ

ス
テ
ム
」
と
し
て
世
界
農
業
遺
産
に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
梅
シ

ス
テ
ム
を
支
え
る
薪
炭
林
を
活
用
し
た
紀
州
備
長
炭
に
つ
い
て
知
る

に
は
、「
道
の
駅
紀
州
備
長
炭
記
念
公
園
」
に
も
ぜ
ひ
足
を
向
け
て

く
だ
さ
い
。

D-1 C-1天神崎


